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豊
科
公
民
館
は
「
楽
し
い
菊
作
り
講

座
」の
第
1
回
を
4
月
25
日
に
開
講
し
、

そ
の
後
5
回
講
座
を
行
っ
た
。
初
め
て

挑
戦
す
る
人
を
含
め
14
人
が
講
師
の
鈴

木
輝
彦
さ
ん
の
指
導
の
下
、
熱
心
に
受

講
し
た
。ベ
テ
ラ
ン
の
受
講
生
も
い
て
、

お
互
い
に
生
育
状
況
を
見
合
っ
た
り
教

え
合
っ
た
り
し
て
、
初
心
者
も
安
心
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
大
菊
三
本
仕

立
て
で
特
に
大
切
な
摘
心
に
つ
い
て

は
、
丁
寧
に
実
技
指
導
を
受
け
作
業
し

た
の
で
、
ど

の
受
講
生
も

秋
に
は
大
輪

の
菊
を
咲
か

せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

豊
科
地
域

文
化
祭
の
菊

花
展
に
は
3
人
の
受
講
生
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
菊
を
出
品
し
、
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
り
、
初
め
て
の
出
品
で
入
賞
し

た
り
し
て
頑
張
り
を
認
め
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

講
座
の
締
め
く
く
り
は
先
進
地
の
見

学
で
あ
る
。
本
年
度
は
質
・
出
品
品
目

に
お
い
て
全
国
随
一
と
い
わ
れ
て
い
る

新
潟
県
の
弥
彦
菊

ま
つ
り
に
、
講
座

受
講
生
と
文
化
祭

の
菊
花
展
実
行
委

員
の
希
望
者
18
人

が
出
か
け
た
。

　

会
場
で
あ
る
弥

彦
神
社
の
参
道
の

両
側
に
大
輪
菊
や

古
典
菊
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
菊
が
並

び
、
同
行
の
菊
作
り
の
先
輩
に
解
説
を

し
て
も
ら
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
菊
花

の
見
学
を
し
た
。
約
3
万
本
の
挿
芽
と

５
０
０
鉢
の
菊
で
造
園
さ
れ
た
大
風
景

花
壇
、
１
株
か
ら
３
０
１
輪
以
上
の
大

輪
菊
を
咲
か
せ
る
大お

お
か
ず
ざ
き

数
咲
、
大
小
の
懸

崖
菊
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
盆
栽
菊
な

ど
、
菊
ま
つ
り
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
数
の
多
さ
で

は
と
て
も
か
な
わ
な

い
が
、
豊
科
の
菊
花

展
も
花
の
素
晴
ら
し

さ
で
は
引
け
を
取
ら

な
い
の
で
は
な
い
か

と
話
題
に
な
り
、
来

年
は
こ
ん
な
菊
を
育

て
て
み
た
い
と
夢
が

膨
ら
み
、
有
意
義
な

見
学
だ
っ
た
。

念
岳
や
横
通
岳
が
く

っ
き
り
と
現
れ
た
か

ら
だ
。
同
行
し
た
信

州
登
山
案
内
人
の
秋

田
敬ひ

ろ
の
り典
さ
ん
か
ら
、

山
の
説
明
を
受
け

る
。
登
り
切
っ
た
標

高
約
１
７
０
０
㍍
の

林
道
は
平
た
ん
と
な
り
眺
望
も
よ
く
、

浅
間
山
を
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

休
憩
後
、大
峠
付
近
を
通
過
す
る
と
、

信
濃
坂
へ
向
か
う
冷
沢
沿
い
の
下
り
道

と
な
る
。
燕
岳
が
間
近
に
見
え
、
目
を

凝
ら
す
と
燕
山
荘
も
見
え
る
。
林
道
の

途
中
で
昼
食
休
憩
後
、
冷
沢
の
上
流
付

近
を
通
過
す
る
と
、
地
質
は
花
こ
う
岩

地
帯
に
入
り
、
大

き
な
崖
崩
れ
が
何

か
所
も
道
を
ふ
さ

ぎ
、
車
の
通
行
は

と
う
て
い
無
理
。

ほ
と
ん
ど
人
が
通

ら
な
い
道
に
は
背

丈
よ
り
高
い
草
木

が
多
く
な
り
、
歩

行
に
も
苦
労
す

る
。
西
股
の
沢
付

近
で
は
南
側
面
か
ら
見
る
絶
景
の
有
明

山
を
眺
め
な
が
ら
午

後
3
時
30
分
頃
、
最

終
地
点
で
あ
る
紅
葉

が
美
し
い
信
濃
坂
発

電
所
に
到
着
し
た
。

　

参
加
者
一
同
、
秋

の
自
然
と
風
景
を
満

喫
し
た
一
日
と
な
っ

た
。

　

10
月
３
日
、
穂
高
地
域
西
の
浅
川
山

付
近
か
ら
信
濃
坂
ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
と
自
然
観
察
会
を
実
施
し
た
。
現
在

の
県
道
槍
ヶ
岳
矢
村
線
開
通
前
は
、
満

願
寺
北
方
の
北
ノ
沢
を
登
り
大
峠
を
越

え
、
中
房
川
支
流
の
冷
沢
沿
い
に
信
濃

坂
ま
で
下
る
の
が
中
房
へ
の
ル
ー
ト
だ

っ
た
。
し
か
し
今
は
笹
や
樹
木
に
覆
わ

れ
て
荒
れ
果
て
、
昔
の
ル
ー
ト
も
大
峠

に
あ
っ
た
茶
屋
の
場
所
も
ほ
と
ん
ど
分

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
昔
の
ル
ー
ト

に
思
い
を
は
せ
つ
つ
、
秋
の
自
然
や
風

景
を
味
わ
う
こ
と
を
趣
旨
に
参
加
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
66
人
も
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
16
人
が
参

加
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま

れ
た
朝
、
穂
高

会
館
に
集
合
。

２
台
の
ワ
ゴ
ン

車
に
乗
り
満
願

寺
西
方
の
林
道

北
沢
線
を
通
り

浅
川
山
中
腹
で

下
車
。
講
師
の

自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
腰
原
正せ

い

己き

さ
ん
か
ら
、
植
物
を
中
心
に
解
説
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩

き
始
め
る
。
中
に
は
メ
モ
を
と
る
熱
心

な
方
も
い
た
。
歩
き
始
め
て
20
分
ほ
ど

後
、参
加
者
か
ら
感
動
の
声
が
上
が
る
。

西
の
展
望
が
開
け
て
直
前
に
大
き
く
常

弥
彦
菊
ま
つ
り
見
学

第 3回鉢上げと摘芯の実習

秋
の
浅
川
山
・
冷つ

め
た
さ
わ沢
・
信
濃
坂

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
自
然
観
察
会

豊
科
公
民
館「
楽
し
い
菊
作
り
講
座
」

穂
高
公
民
館「
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座
」

安曇野市

中央公民館
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フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
同
好
会

は
、
平
成
4
（
１
９
９
２
）
年
に
豊
科

公
民
館
で
講
座
が
開
か
れ
、
10
回
の
講

座
が
終
了
し
た
後
に
発
足
し
た
。現
在
、

会
員
は
50
代
か
ら
80
代
の
女
性
10
人
で

毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
に
活
動
し
て

い
る
。

　

講
師
は
同
好
会
代
表
の
佐
川
と
も
子

さ
ん
で
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の
指
導

と
花
材
の
選
定
や
調
達
を
行
っ
て
い

る
。
佐
川
さ
ん
は
生
花
中
心
に
30
年
以

上
花
に
関
わ
っ
て
お
り
、
ア
ー
テ
ィ
フ

ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の

ア
レ
ン
ジ
も
手
掛
け
て
き
た
。

　

会
で
は
季
節
に
応
じ
た
テ
ー
マ
の
も

と
に
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
お
り
、
12
月
24

日
は
「
お
正
月
の
花
」
が
テ
ー
マ
だ
っ

た
。
花
材
は
、
若
松
・
梅
・
椿
・
ピ

ン
ポ
ン
マ
ム
・
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
・
デ

ン
フ
ァ
レ
と
お

正
月
に
ふ
さ
わ

し
く
豪
華
で
あ

っ
た
。
最
初
に

佐
川
さ
ん
が
見

本
の
ア
レ
ン
ジ

を
し
て
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た

後
、
会
員
は
講

師
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
梅

や
松
な
ど
を
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
切

り
、
吸
水
性
ス
ポ
ン
ジ
に
挿
し
て
い
っ

た
。
こ
の
日
の
ポ
イ
ン
ト
は
梅
の
枝
ぶ

り
と
若
松
の
長
さ
を
ど
う
配
置
す
る
か

で
あ
り
、
最
初
の
構
想
が
重
要
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
自
分
の
感
性
で
形

を
整
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
生
け
花

と
違
い
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
良
さ

が
あ
る
。
み
ん
な
慣
れ
た
手
つ
き
で
、

20
分
ほ
ど
で
自
分
の
作
品
を
完
成
さ
せ

て
い
た
。
水
の
管
理
を
し
っ
か
り
行
う

と
１
カ
月
ほ
ど
持
つ
と
の
事
で
あ
る
。

活
動
は
終
始
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
の
中

で
行
わ
れ
、
年
に
数
回
懇
親
会
を
開
い

て
親
睦
を
深
め
て
い
る
。
佐
川
さ
ん
の

作
品
は
、
毎
回
、
豊
科
公
民
館
の
玄
関

に
飾
ら
れ
、
来
館
者
の
心
を
癒
し
て
く

れ
る
。

　

豊
科
地
域
文
化
祭
に
は
毎
年
出
展

し
、
華
や
か
な
花
々
で
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

同
好
会
で
は
随
時
、
会
員
を
募
集
し

て
い
る
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表　
　

佐
川　

と
も
子

　
　
　

０
８
０
・
６
９
３
６
・
１
２
０
５

　

連
絡
員　

赤
羽　

敦
子

　
　
　

０
９
０
・
２
３
２
８
・
３
９
８
７

　
「
好
き
な
こ
と
で
み
ん
な
の
健
康
と

笑
顔
に
寄
り
添
っ
て
地
域
貢
献
し
た

い
」
と
「
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
う
ん
ど
う

お
ひ
さ
ま
隊
」
の
指
導
者
を
務
め
、
各

地
の
公
民
館
で
健
康
指
導
士
と
し
て
３

歳
か
ら
93
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
人

た
ち
と
楽
し
く
体
を
動
か
す
活
動
を
し

て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ダ
ン
ス
う

ん
ど
う
協
会
の
公
認
指
導
員
な
ど
数
々

の
資
格
を
持
ち
「
指
導
者
と
し
て
私
自

身
が
健
康
で
美
し
さ
を
保
た
な
い
と
」

と
週
３
回
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

松
本
市
の
出
身
で
、
小
学
4
年
生
の

時
に
父
親
の
転
勤
で
長
野
市
へ
転
居
、

長
野
西
高
校
を

経
て
東
京
の
看

護
学
校
へ
進

学
、
再
び
長
野

市
内
へ
戻
り
36

年
間
の
看
護
師

勤
務
で
は
看
護

部
長
ま
で
務
め

た
。
退
職
後
、

三
郷
に
家
を
建
て
、
現
在
は
ご
主
人
と

2
人
暮
ら
し
。
息
子
さ
ん
は
医
師
の
道

を
選
ん
で
、
千
葉
県
内
の
病
院
に
勤
め

て
い
る
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
秋

の
叙
勲
で
看
護
業
務
功
労
者
と
し
て
瑞

宝
単
光
章
を
授
章
し
た
。
皇
居
に
参
内

し
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
た
時
は
「
一

生
に
一
度
の
経
験
、
と
っ
て
も
緊
張
し

た
の
よ
」
と
、
は
に
か
ん
で
い
た
。

　

看
護
学
校
時
代
に
競
技
ダ
ン
ス
部
に

所
属
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
継
続
し
、

そ
こ
で
ご
主
人
と
出
会
っ
た
そ
う
だ
。

ず
っ
と
続
け
て
き
た
大
好
き
な
ダ
ン
ス

で「
み
ん
な
を
健
康
で
笑
顔
に
し
た
い
」

と
、
お
ひ
さ
ま

隊
を
作
っ
て
子

ど
も
た
ち
と
練

習
を
重
ね
て
お

り
、
昨
年
か
ら

は
大
人
も
参

加
し
て
い
る
。

「
ダ
ン
ス
は
10

種
類
、
サ
ン
バ

や
チ
ャ
チ
ャ
チ

ャ
、
ワ
ル
ツ
か

ら
始
め
て
、
子

ど
も
た
ち
は
す

ぐ
覚
え
る
の
」
と
話
す
。

　

好
き
な
言
葉
は
「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
一
度
は
あ
き
ら
め
か
け
た

英
会
話
の
習
得
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
中

だ
。「
私
は
一
生
上
り
坂
。
常
念
岳
を

上
り
続
け
て
、
最
後
は
天
使
に
な
っ
て

空
に
飛
ん
で
い
く
の
」
と
常
に
前
に
進

む
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
の
持
ち

主
。
笑
顔
が
と
て
も
す
て
き
で
、
今
後

も
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

塚田啓子さん（三郷）

グ
ル
ー
プ
紹
介

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　

メ
ン
ト
同
好
会（
豊
科
）

私
は
一
生
懸
命
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地
区
公
民
館
だ
よ
り

荻
原
地
区
公
民
館（
明
科
）

古
き
を
尋
ね
て

ー
ル
ク
ラ
ブ
の
協

力
で
、
水
路
を
せ

き
止
め
ニ
ジ
マ
ス

を
放
し
、
小
学
生

に
よ
る
魚
の
つ
か

み
取
り
が
行
わ
れ

る
。
最
初
は
な
か

な
か
捕
ま
え
ら
れ

な
い
子
ど
も
た
ち

も
、
や
が
て
コ
ツ
を
つ
か
み
、
び
し
ょ

ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
、
2
匹
、
3
匹
と

捕
ま
え
笑
顔
に
変
わ
る
。
公
民
館
に
持

ち
帰
っ
た
魚
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
人
た
ち
で
さ
ば
き
焼
い
て

慰
労
会
の
席
で
お
い
し
く
い
た
だ
く
。

夏
祭
り
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
射
的
な
ど
も
子
ど
も

た
ち
の
楽
し
み
だ
。

　

9
月
に
行
う
敬
老
会
で
は
、
小
学
生

の
合
唱
や
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
し

て
お
祝
い
す
る
。
10
月
に
は
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、
秋
祭
り
で

は
、
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
お
船
を

作
る
。
11
月
は
人
権
学
習
講
座
、
公
民

館
ふ
れ
あ
い
行
事
が
行
わ
れ
る
。
ふ
れ

あ
い
行
事
で
は
里
山
整
備
実
施
委
員
会

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
学
生
た
ち
が
紅
葉
の
里

山
を
歩
き
、木
工
教
室
を
楽
し
ん
だ
後
、

公
民
館
役
員
が
用
意
し
た
昼
食
で
交
流

を
深
め
る
。
2
月
は
卓
球
大
会
を
開
く

な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

毎
月
第
4
水
曜
日
に
編
集
委
員
会
を

行
い
、
地
域
の
出
来
事
や
お
知
ら
せ
を

掲
載
し
た
公
民
館
だ
よ
り「
お
ぎ
わ
ら
」

を
作
成
し
、毎
月
全
戸
配
布
し
て
い
る
。

（
荻
原
地
区
公
民
館
長　

小
林
与
志
雄
）

　

安
曇
野
市
に
は
3
つ
の
国
指
定
重
要

文
化
財
（
国
宝
に
次
ぎ
重
要
な
有
形
文

化
財
）
が
あ
る
。
松
尾
寺
本
堂
、
荻
原

碌
山
作
の
北
條
虎
吉
像
、
曽
根
原
家
住

宅
で
あ
る
。

　

曽
根
原
家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
に
松

本
藩
松
川
組
新
屋
村
の
庄
屋
を
代
々
つ

と
め
た
曽
根
原
家
の
住
宅
で
あ
る
。
建

築
は
17
世
紀
中
頃
と
推
定
さ
れ
、
中
信

地
区
の
豪
農
の
家
に
多
い
、
平
屋
・
緩

い
勾
配
の
切
り
妻
屋
根
・
板
葺
き
屋
根
・

妻
入
り
（
但

し
曽
根
原
家

は
平
入
り
）

を
特
徴
と
す

る
「
本
棟
造

り
」
の
草
創

期
の
姿
を
残

す
極
め
て
貴

重
な
建
築
物

で
あ
る
。  

　

建
物
の
内
部
に
は
、
お
え
と
言
わ
れ

る
囲
炉
裏
の
あ
る
部
屋
を
中
心
に
厩
・

土
間
・
下
座
敷
・
上
座
敷
・
上
お
え
・

奥
部
屋
・
小
座
敷
・
納
戸
が
あ
る
。
座

敷
は
畳
敷
き
、
他
は
板
敷
き
で
あ
る
。

屋
根
が
板
葺
き
石
置
屋
根
な
の
は
、
当

時
は
釘
が
貴
重
品
だ
っ
た
か
ら
で
、
細

長
い
板
を
何
枚
も
重
ね
た
屋
根
板
が
剥

が
れ
な
い
よ
う
に
石
を
置
い
た
。

　

庄
屋
の
屋
敷
ら
し
い
の
は
、
家
が
大

き
く
て
立
派
な
こ
と
、
家
人
の
使
用
す

る
入
口
と
は
別
に
松
本
藩
の
役
人
を
迎

え
る
時
に
使
用
し
た
だ
ろ
う
入
口
（
式

台
）
が
あ
る
こ
と
、
上
座
敷
と
下
座
敷

が
あ
り
一

般
の
部
屋

と
建
築
材

や
仕
上
げ

が
違
う
こ

と
、
厩
に

2
頭
の
馬

を
飼
い
、

厩
の
上
は

「
下
男
部

屋
」
と
呼

ば
れ
る
部

屋
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

新
屋
村
は
、
16
世
紀
末
ま
で
は
旧
古

厩
郷
に
属
し
て
い
た
が
、
17
世
紀
初
め

に
松
本
藩
に
組
制
度
が
実
施
さ
れ
た
時

に
「
松
本
藩
松
川
組
新
屋
村
」
と
し
て

独
立
し
て
い
る
。
寛
永
19（
１
６
４
２
）

年
の
検
地
帳
で
は
、
新
屋
村
の
石
高
は

約
５
７
４
石
で
、明
治
７
（
１
８
７
４
）

年
の
戸
数
は
１
０
５
戸
、
人
口
は
５
３

５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
参
考
・
穂
高
町
誌
他
）

　

明
科
地
域
の
北
側
に
位
置
す
る
荻
原

地
区
。
国
道
19
号
と
犀
川
が
通
る
東
西

を
山
に
囲
ま
れ
た
地
に
２
５
０
世
帯
６

６
１
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
荻
原
地
区

公
民
館
で
は
世
代
を
超
え
た
交
流
に
重

点
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

5
月
の
第
3

土
曜
日
に
行
う

桜
の
木
の
手
入

れ
と
植
樹
は
、

平
成
8
（
１
９

９
６
）
年
5
月

に
当
時
の
明
科

町
か
ら
苗
木
の
配
給
を
受
け
た
こ
と
に

始
ま
る
。
み
ん
な
で
荻
原
山
麓
線
を
桜

並
木
に
し
よ
う
と
、
７
０
０
㍍
の
区
間

に
八
重
桜
や
枝
垂
桜
を
植
樹
し
、毎
年
、

下
草
刈
り
な
ど
の
管
理
を
し
て
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
。
親
子
で
桜
の
苗
木
を

植
え
た
り
作
業
を
し
た
後
、
懇
親
を
兼

ね
て
焼
肉
会
を
行
っ

て
い
る
。

　

8
月
15
日
に
は
お

盆
の
行
事
、
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
る
。
午

前
中
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
帰
省
し

た
家
族
を
交
え
て
和

気
あ
い
あ
い
と
行
わ

れ
る
。
午
後
3
時
頃

か
ら
は
、
ソ
フ
ト
ボ

� 曽 根 原 家 住 宅
（穂高 ･国指定重要文化財）

左が家人用、右が客人用の入り口

下座敷（左）、上座敷（右）

囲炉裏のある「おえ」
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穂
高
公
民
館
は
１
月
10
日
、
全
10
回

の
「
絵
手
紙
教
室
」
の
9
回
目
を
開
催

し
た
。
講
師
は
水
彩
と
水
墨
画
の
画
家

で
あ
る
秋
山
美
峰
さ
ん
で
、
受
講
者
14

人
中
の
8
人
が
参
加
し
た
。

　

教
室
で
は
、
構
図
の
取
り
方
、
輪
郭

の
取
り
方
、
色
彩
の
強
弱
、
立
体
感
、

み
ず
み
ず
し
さ
の
表
現
、
花
び
ら
は
優

雅
に
、
墨
の
使
い
方
（
ぼ
か
し
）、
四

季
風
景
の
表
現
、
祝
い
の
表
現
、
日
常

生
活
の
表
現
を
テ
ー
マ
に
指
導
さ
れ

た
。
ま
た
、
秋
山
さ
ん
は
、
絵
を
小
さ

め
に
し
て
手
紙
の
文
字
数
を
多
く
す
る

こ
と
、
安
曇
野
の
良
さ
や
美
し
さ
を
表

現
す
る
こ
と
、
も
ら
っ
て
喜
ば
れ
る
こ

と
を
大
事
に
す
る
こ
と
、
な
ど
も
指
導

し
て
い
た
。

　

講
師
の
説
明
に
聴
き

入
っ
た
後
は
、
全
員
が
一

心
不
乱
に
絵
筆
を
動
か

し
た
。
静
寂
の
時
と
と
も

に
、
指
導
の
成
果
が
見
ら

れ
る
淡
く
繊
細
で
美
し

い
日
本
画
風
の
作
品
が

次
々
に
で
き
あ
が
っ
た
。

示
し
て
も
ら
い
、
５
組
10
人
の
参
加
者

が
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
ん
こ
を

作
っ
た
。
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
は
材
質
が

柔
ら
か
く
作
業
が
し
や
す
い
た
め
、
子

ど
も
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
い
く
つ
も
の
か
わ
い

ら
し
い
は
ん
こ
が
出
来
上
が
っ
た
。

　

年
賀
状
の
作
成
時
期
で
も
あ
り
、
干

支
の
ネ
ズ
ミ
、
縁
起
物
の
ダ
ル
マ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
の
文
字
な
ど
を
親
子
で

楽
し
く
制
作
し
た
。

方
た
ち
の
指
導
の
下
、

グ
ル
ー
プ
対
抗
で
ゲ
ー

ム
を
行
っ
た
。
記
者
も

初
め
て
体
験
し
た
が
、

障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
楽
し
め
、
仲
間
と

戦
略
を
練
り
、
体
よ
り

頭
を
使
う
競
技
で
、
幅

広
い
年
代
で
楽
し
め
る

と
感
じ
た
。

　

多
く
の
人
に
ぜ
ひ
体

験
し
て
欲
し
い
。

た
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
包
丁
を
扱
う
大

田
明
さ
ん
は
「
早
速
、
家
に
帰
っ
て

作
っ
て
み
た
い
」
と

熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
完
成
後
、
各

自
持
参
し
た
飲
み
物

を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
、
出
来
立
て
の
酒

肴
を
味
わ
い
出
来
栄

え
を
確
認
し
あ
っ

た
。

　

豊
科
公
民
館
は
12
月

14
日
、
親
子
ふ
れ
あ
い
塾

「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
づ
く

り
」
を
開
催
し
た
。

　

始
め
に
、
講
師
の
や
ざ

き
な
お
み
さ
ん
（
山
の
は

ん
こ
や
「
の
ら
猫
工
房
」）

か
ら
作
り
方
の
見
本
を

　

12
月
3
日
と
10
日
に
明
科
公
民
館
講

堂
で
ボ
ッ
チ
ャ
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
重
度
脳
性
ま
ひ
や
四

肢
重
度
機
能
障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め

に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
「
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」
の
競
技
種

目
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

参
加
者
は
両
日
合
わ
せ
て
50
人
ほ
ど

で
、
明
科
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

　

堀
金
公
民
館
は
12
月
21
日
、
調
理
実

習
棟
で
、
調
理
師
の
高
橋
清
美
さ
ん
を

講
師
に
本
年
度
第
4
回
目
の
「
お
と
こ

の
酒
肴
講
座
」
を
開
催
し
、
60
代
か
ら

70
代
の
14
人
が
参
加
し
た
。

　

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
＆
ポ
テ
ト
、
ニ
シ

ン
の
昆
布
巻
、
パ
イ
シ
ー
ト
包
み
焼
き

の
3
種
類
の
酒
肴
と
エ
ゴ
マ
み
そ
の
焼

き
む
す
び
、
シ
ョ
コ
ラ
ケ
ー
キ
を
作
っ

　

12
月
14
日
に
三
郷
公
民
館
で
小
学
4

～
6
年
生
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

　

12
人
の
参
加
者
は
ペ
ア
を
組
ん
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
進
め
た
。
具
体
的
に

は
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
簡
単
な
ゲ

ー
ム
（
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
）
作

り
を
行
っ
た
。

　

講
師
の
Ｂ
ｅ
ｅ
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
代
表
の
濱
田
康
さ
ん
の
説

明
を
真
剣
な
表
情
で
聞
き
、
隣
同
士
で

力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
ど
の
組
も
自
分

た
ち
ら
し
い
ゲ
ー
ム
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

参
加
し
た
4
年

生
の
「
自
分
の
力

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
し
て
良
い
ゲ

ー
ム
が
で
き
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
と
の
感
想
か

ら
、
教
室
の
満

足
感
が
感
じ
取
れ

た
。　

各
地
域
ご
と
に
公
民
館
の
事
業

は
特
色
が
あ
り
、
合
併
か
ら
11
年

が
た
っ
た
今
も
、
旧
町
村
時
代
の
名
残

を
色
濃
く
留
め
て
い
る
。
居
住
地
域
外

で
開
催
さ
れ
る
行
事
や
講
座
へ
参
加
し
て

み
る
こ
と
を
、ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｔ
）

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
づ
く
り

お
と
こ
の
酒つ

ま
み肴
講
座

ボ
ッ
チ
ャ
教
室

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

絵
手
紙
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
塾

三
郷
ま
な
び
隊

欅


